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近年，医療用レントゲン法として知られている X 線吸収コントラスト法に代わ

り，吸収差の小さな物質系でも画像を得ることのできる X 線屈折コントラスト法

の実用化が精力的に進められている。しかし，この手法では定量的な評価が

あまり行われていない。そこで，試料の密度変化に起因する分解能の評価法

の確立が急務となっている。この分解能の大きさはコントラスト差として検出で

きる最小の屈折角で定義される。従来の研究において，形状の定まった試料

での密度変化分解能の評価法は確立されている。しかし，試料の形状，特に

試料の大きさが異なる場合では，これらの確立された評価法では十分ではな

いと考えられる。本研究では X 線屈折コントラスト法における密度変化分解能

のサイズ効果を考慮した基礎的な研究を行った。 

本実験では屈折コントラスト法として Diffraction-enhanced imaging method 

(DEI 法)を用いた。1mm 厚長方形のアクリル板の分解能決定用の標準試料を

用いた。この試料をショ糖溶液中で回転させ，X 線の入射方向と試料のエッジ

部を平行にした状態(0°)から，試料の角度を±45°の間で回転させながら屈

折像を撮影した。X 線のエネルギーは 31keV を用いた。 

本実験の結果，試料のエッジ部の屈折コントラスト像が試料の回転角に依

存して消滅することがわかった。図 1 は回転角-4°でエッジ部のコントラストが

観察でき，図 2 は回転角-25°でエッジ部のコントラストが消滅している。試料

のエッジ部とその外側の強度差を利用し，ショ糖溶液中のアクリル試料の相

対屈折率を得た。この相対屈折率と撮影された屈折像のエッジ部が消失する

角度を用いることによって，密度変化分解能のサイズ効果曲線を得た。サイ

ズ効果曲線では試料のサイズに応じた密度変化分解能の限界を求めること

ができた。 
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